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社 会 認 識 を 踏 ま え た 生 活 科 授 業 の 内 容 構 成
－ 「歴教協」 低学年 社会科 授業実 践 の変 遷を手 がかり に－
Content Structure of the Life Environmental Studies Instruction based upon Social Cognition
:　through the Change of Social Studies Instruction ｉｎ the lower Grades b ｙ
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71 父母・ 祖父 母 の体験






72 地理的読 み物 理解 に
基づいた実践 の展開


















78 自 分 の成長 に基 づ
い た実践の展開
生 産 と労 働 に対 す












































































































































































































るのは80年代後半か らであり，“ 自然のたより” や
“散歩のスケッチ による表現活動によって事実認識
を育てようとしている。生活科の関連でとらえると，
低学年の時期に豊かな自然への働きかけをたっぷりと
させ，観察の目を育てることは大事なことである。
「飼育・栽培・採集」に基づいた実践では，自然に
積極的に働きかけ，自然を基盤にした人間の知恵に気
づかせたり，飼育活動の困難さにもくじけないように，
子どもの自立を励ましている。生活科の関連でとらえ
ると，子どもが興味を示し意欲的に取り組む内容であ
り，継続的な観察や世話を励ましていくことが大切で
ある。
「身体の観察」に基づいた実践では，人の体のしく
みを知らせることによって，人間の体のすばらしさに
気づかせ，人間理解の基礎を育てようとしている。先
駆的な「手」 の授業などに学びながら自然認識を土台
－
として人間認識を深めている。生活科においてもさら
に深められ，実践が多様に展開するものと思われる。
Ⅲ　低学年社会科実践を踏まえた生活科授業実践の性
格
歴史的な実践の流れを受けて，低学年社会科の成果
を踏まえた，発展的な生活科の方向性を示す授業実践
が展開されている。それらの実践から導かれた生活科
の具体的内容をまとめると次のようになる。
視点 生活科の方向性を示す内容
時
間
歴史的読み物によって，昔のイメージや空想性
を育てる。民話・お話・地域の歴史話などで知
的好奇心を喚起する。
父母・祖父母の体験から，当時の生活・文化を
学ぶ。昔からの伝承遊びや手作りおもちゃを教
えてもらう。地域の古老との人間的つながりが
できる。
自分の成長を具体物によって実感的にとらえさ
せる。小さい時に使った物の活用。等身大の絵
を描き乳幼児の頃の大 きさと比べる。成長の絵
本を作り交流。
空
間
日常生活の中にある広い世界に関心をもたせ，
日本地図・世界地図・地球儀にふれ，空間の広
がりを意識させていく。商品のラベル集めから
世界地図へ発展。夏休みに行った場所を地図で
確かめる。
地理的な読み物によって知らない世界に目を向
け，空間の広がりを意識させていく。世界の民
話や絵本の活用。未知の世界への好奇心・探究
心を喚起させるo
地域の生活空間を体験的に広げていく。友達の
家探検・遊び場探険をしてその後絵地図に発展
させる。大地図や教室の床に地域の道を描きそ
の上を歩いて確かめる。
学校の生活空間を体験的に広げていく。学校探
検・学校オリエンテーリング。教室にある“ も
の”を見つけてくることから“人 ”へ発展。空
き箱で学校模型作り。
他国文化に直接ふれ視野を世界に広げる。
外国の言葉・歌・食べ物・くらしにふれ，国際
理解の芽を育てる方向。
生産と労働の系統的プランに基づき，何を教え
るのかを明らかにし，探究的活動によって社会
のしくみに迫る。体験を通して認識にたどりつ
かせる。
電車の発車のしくみと人のつながりなど。
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生産
と
労
働
読み物により見学できない生産労働の姿を再現
させ，イメージ豊かにとらえさせる。『かつお
ぶね』の絵本
生産過程の基礎的事実を重視。心情より生産過
程（仕事内容）の事実を,生 産用具という具体
物を通してとらえる。見学により事実認識を深
める。
働く人への共感を重視。働く人を共感をもって
とらえる。仕事の苦労･喜び･願いを聞き出し他
人事としてでなく，自分 のこととしてとらえよ
うとする。
体験学習により子どもの主体的活動をベースに
展開していく。米づくり・パンづくりなど，見
学と体験の比較により認識を深めている。“ も
のづくり ”と認識を結合させる方向。
ごっこ活動による仕事の再現により，認識を深
める。子どもの主体的・創造的活動をベースに
するo 郵便における伝達の範囲を広げる発展的
な活動も見られる。
仕事の専門性に着目させて労働をとらえる。仕
事の技や仕事の慣れに視点を定め，観察するこ
とを通して，認識を深める。
地域にある素材を教材に生かし発展させる。興
味・関心のある教材から認識形成へと発展させ
る。社会認識や自然認識を見通し発展させる。
教材から目標づくりへo
労働におけるもののっながりに着目させる。小
麦からパンができるまでの過程を追い，その中
で人のっ ながりに気づく。人間が働くというこ
との最も基礎的な営み。
“ ものづくり ”そのものの教育的価値の多偸哇
を生かそうとしたもの。人間の知恵を知る。技
能の発達。子どもの主体的活動として位置づけ
られる。
人
権
平
和
日常生活の中で人権意識の素地を育てる。個人
の尊厳を子どもたち一人ひとりに根づかせる。
人間の平等・生命の尊さ・民主主義など。
平和に関する読み物や戦争体験談によって，戦
争の怖さや平和への心情を育てる。『かわいそ
うなぞう』の絵本。
生
活
年中行事から人々のくらしや，昔からの人間の
知恵に気づかせる。生活文化体験に基づいたも
ので，子どもの文化発展の方向o
生活情報理解に基づいたもので，ニュースや日
常の出来事に目を向け，社会への関心や問題意
識の芽を育てる。
生
活
子どもの興味・関心に基づく社会や自然を基盤
にして学習を進める。自由作文・絵本による生
活表現活動を取り入れ，交流活動により認識を
広げるo 生活を学校に持ち込み子ども主体の授
業づくり。
生活体験を作文・絵本で表現。生活を交流する
学校間通信。生活の記録をまとめる。
自
然
自然観察により事実認識を育てるo “ 自然のだ
より ”や散歩によるスケッチなどの表現活動を
生かし認識を確かなものにしている。教室に自
然を持ち込み交流する。散歩により自然や社会
の変化をとらえる。
体験活動により自然に働きかける。飼育におけ
る世話 の困難さを乗り切る大事さ。産んだ卵を
売り金銭感覚を育てる。栽培における種から種
への循環に着目。採集における加工して食べる
人間の知恵に気づかせる。
身体の観察に基づいたもので，自分の手や足，
体のしくみを知る。子どもの疑問に応える性教
育で人間理解の基礎を育てるo
上記の具体的内容から，低学年社会科の成果を踏ま
えた生活科の方向性を示す内容に共通している点のひ
とつは，働く人や学校・地域の様子など，具体的な事
実をありのままにとらえるとことである。共通してい
るもうひとつの点は，ものづくりなどの体験学習やごっ
こ活動，探検や散歩，子どもの興味・関心に基づく自
由作文など，子どもの主体的な活動に基づいたものと
なっていることである。
IV　 生活科授業実践の課題
生活科の授業を創っていくための課題について，上
述の共通性をもとに三つの方向性を導きだすことがで
きた。
１　子どもの主体的活動に基づき，科学的認識の基礎
を培う生活科
歴教協における低学年社会科授業実践の成果を踏ま
えた生活科授業実践の共通性は，子どもの主体的活動
に基づきながら，科学的認識の基礎を培うことを基本
としたものとなっている。それは言い換えると，ただ｀
体験をしておればよいというのではなく，体験と認識
の相互関連を大切にすることだともいえよ うlO‰ 「は
いまわる経験主義」と同じ道を行くのか否かの分かれ
道もこのあたりにあるように思われる。
ここでは，「具体的な事実をありのままにとらえ る
こと」を出発点とし，具体的な事実を分類したり比較
したり，数量的にとらえたりしながら探究していく。
それを繰り返す中で真理や法則を見つけていくという
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認識の方法を
，子ども自身が学びとっていくような指
導が大切である。
２　低学年社会科の成果を踏まえた生活科
低学年の子どもの社会認識を保障していくものとし
ては
，低学年社会科の成果を踏まえた実践を発展させ
ていくことである。
生産労働から切り離され
，衣食住が社会生活である
ことに気づかずに育ってきた子どもたちに
，生産と労
働の内容を軸として
，米づくりやパンづくりなどの
“ものづくり”の体験と
，地域で働く人の労働と関連
させながら
，労働の社会的意味に気づかせつつ，自立
を励ましていくことである
。生産と労働を軸とする教
材は
，今までの実践からも優れた価値をもっている。
見えるものから
，その背後にある見えないもののつな
がりを
，子ども自らが探究的な活動によってとらえ，
究極的には大間のすばらしさに気づかせていくような
実践は
，生活科においても継承，発展させていきたい。
学校探検や地域探検によって生活空間を広げ
，絵地
図に発展する実践や
，読み物によって子どもの知的好
奇心を喚起させ
，経験できない世界に目を開かせる実
践なども継承
，発展させていきたい。ここでは，今ま
での低学年社会科の成果をどう取り入れ発展させてい
くかが課題である。
３　教科の枠を越えた合科
・総合学習としての生活科
子どもの興味
・関心に基づいて主体的な活動を組織
し
，自由作文を中心とする表現活動によって認識を深
めていこうとするもので
，教科の枠を越えた総合学習
となっている
。絵本作り，散歩，手仕事，交流活動な
どの他に
，新たな教育技術を創り出しながら，学校教
育全体を視野に入れ新たな教育課程11）をも模索してい
こうとしている
。硬直した現在の学校教育の在り方を
も含めて改善していこうとするもので，意義ある実践
である。
ここでは
，子どもの興味・関心に応え，生活から出
発した授業となり
，中・高学年につながる社会認識・
自然認識への発展性を見通した指導が必要となってく
る
。活動主義に陥らず，子どもたちが生活を切り拓く
主体者として成長する中で
，科学的認識をどう形成し
ていくかが課題となる。
Ｖ　おわりに
歴教協の生活科実践は
，具体的な事実をありのまま
にとらえるという科学的認識の出発点もいえる活動を
重視し
，子ども主体に社会認識の形成を意図しながら
も
，科学的社会認識形成の保障という面からのアプロ
チーと，子どもの興味・関心に基づく生活からのアプ
ローチが見られた。前者は低学年社会科実践を踏まえ。
－
子どもの発達を考慮し
，体験活動を取り入れながら，
より質の高い認識にたどり着かせようとしている
。
後者は
，総合的な学習となって，人間的諸能力の発達
を視野に入れながらのもので
，教材から目標が設定さ
れ
，発展的な新たな内容が生み出されており，低学年
教育の在り方をも含めた実践の方向となっている
。
生活科における社会認識形成は
，体験と認識の相互
関連を図り
，科学的認識形成を見通した発展的な活動
を組織することであろう。
今後の課題として
，上述の生活科の三つの方向と課
題を受けて
，生活科における社会認識形成の具体化を
図っていくことである
。また，生活からのアプローチ
の研究を，他の民間教育団体からも学び，総合的に研
究していきたい。
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